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1. はじめに
本研究では，ユーザにとって，実用的な外国語能力

の習得を考慮した外国語学習支援システムの実現を目
指す．支援対象として，ユーザが英語の論文を読解す
る場面を想定する．ここでは，論文読解の際の辞書引
きに着目し，それを支援することで得られるユーザの
未習得な単語 (以下，未習得単語)を類似ユーザ間で共
有する．未習得単語の共有に基づく協調的外国語学習
支援システムを開発する．本稿では，協調的外国語学
習支援のための，辞書引き支援システムおよび単語帳
システムの試作について示す．

2. 辞書引き支援による協調的外国語学習支援
本研究では，ユーザが実用的な外国語能力を利用す

る場面を考慮して，学習内容を提供するシステムを実
現する．ここでは，単語帳を用いた，英語論文の読解
に必要な英単語の学習の支援に着目した．
ユーザの実用的な英語能力の習得に有益な単語帳を

作成するためには，ユーザの知識を考慮する必要があ
る．特に，ユーザが未習得な単語のリストの情報が有
用である．ユーザにとって実用的な単語を収集する手
法として，チャットの会話上で現れる単語を利用する
手法 [1] を参考にした．本研究では，ユーザの未習得
単語を獲得するために，ユーザが辞書引きした単語を
収集する．未習得単語の収集におけるユーザの作業負
担を考慮する上で，辞書引き作業支援における未習得
単語の収集は効果的である．しかし，ユーザ自身が過
去に辞書で調べた単語のみでは，英語論文を読む中で
ユーザがこれまで出会わなかったが，今後学ぶべき単
語に関する情報は得られないという問題がある．そこ
で，類似するユーザが辞書で調べた単語を利用するこ
とで，協調的外国語学習支援を行う．ここでの協調的
外国語学習支援とは，類似ユーザ間で未習得単語を共
有することで，実用的な学習内容に基づく外国語学習
支援を行うことである．類似するユーザは，辞書で調
べている単語が似ているユーザを指す．例えば，同じ
大学の情報系の学生で，情報処理分野の英語の論文を
読んでいるユーザ同士は，辞書で調べる単語や，習得
すべき単語が似ていると考えられる．
本稿では，協調的な外国語学習支援を実現するため

のプラットフォームの試作について示す．PC上で英語
の文献を読む際の辞書引き作業を支援するシステムを
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図 1: システム構成

開発し，それを利用してユーザが辞書で意味を調べた
英単語を取得する．ユーザの辞書引き作業から取得し
た英単語からユーザが学ぶべき単語を選出し，単語帳
を作成する．作成した単語帳をスマートフォンアプリ
としてユーザへ提供する．ユーザは単語帳を使い，英
単語の意味を確認し，覚えていくことで英単語学習を
行う．

3. システム構成
本システムは図 1のように構成される．本システム

は未習得単語収集のための，PC上で動作する辞書引
き支援システム，未習得単語提示のための，スマート
フォンアプリとして動作する単語帳システム，そして
それらと通信し情報を配信するサーバから構成される．
3. 1 辞書引き支援システム
辞書引き支援システムではユーザが PC上で英語文

献を閲読する際の辞書引きを支援する．本システムは
クリップボードを監視しており，クリップボードに英
単語が追加されるとその意味を自動的に辞書で調べる．
ユーザは英文中で分からない単語が現れたとき，その
英単語をクリップボードにコピーすればよい．クリッ
プボードを利用する利点は，アプリケーションの制限
が少なく，ユーザの普段の閲読作業と連携して本シス
テムを利用できる点である．
英単語の意味は図 2のように画面に表示される．画

面の右端に検索した単語とその意味が書かれた項目が
リスト形式で表示される．本システムでは，リスト形式
で辞書引き履歴を表示することで直近に調べたいくつ
かの単語の意味を見ながら英文を読み進められる．リ
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図 2: 辞書引き支援システム実行画面

ストに表示される一つの項目を単語カードと呼ぶ．
本システムのインタフェースはWebページとして実

装した．インタフェースの表示には，本研究室で開発
した透過型Webコンテンツビューワである Silhouette

Web Browser[2](以下，SWB)を用いた．SWBにはウ
ィンドウの外枠がなく，Webコンテンツの背面の透過
やブラウザ操作部の非表示，ウィンドウの大きさの変
更や移動などの操作をWeb コンテンツ上で動作する
JavaScriptから操作できる．本システムでは SWBを
利用することで，単語カードのリストを表示する領域
を画面端に寄せ，ユーザが閲読する英語の文書を表示
する領域の縮小を抑えた．また，背景を透過すること
で単語カードの背面に表示されている内容を確認でき
るようにした．
3. 2 単語帳システム
単語帳システムでは，辞書引き支援システムから取

得した未習得単語を覚えるための単語帳を実現した．単
語学習は，PCと比べて時間や場所の制約が無いスマー
トフォンアプリとして実装した．システムを起動する
と図 3のように画面に単語リストが表示される．それ
ぞれの単語を選択することで図 4のようにその単語の
意味を確認できる．ユーザは英単語を覚えたと感じた
ら単語リスト画面でその英単語のカードを左へスワイ
プすることで単語帳からその単語を削除できる．覚え
た単語は，暗記単語としてサーバに蓄積される．
3. 3 サーバ
辞書引き支援システムや単語帳システムと通信する

サーバでは，それぞれのユーザの単語帳システムで表
示する英単語を管理する．単語管理部では，辞書引き支
援システムからユーザが辞書で調べた英単語を取得し，
単語データベースへ蓄積する．単語帳システムから暗
記単語を取得するとその情報を単語データベースへ保
存する．単語データベースには各ユーザが辞書で調べ
た単語に関する情報が格納されている．単語帳作成部
ではユーザの単語帳に表示する英単語を選出し，単語
帳システムに出力する．本システムにおいて，各ユー
ザは辞書で調べた単語を共有するユーザを選択するこ
とができる．共有されている単語の内，ユーザが未習

図 3: 単語帳画面 図 4: 単語カード画面

得単語を選出し，単語帳を作成する．

4. おわりに
本研究ではユーザがすぐに習得すべき実用的な単語

を学習できる協調的な学習支援システムを試作した．辞
書引き支援に基づき収集した未習得単語を類似ユーザ
間で共有することで，すぐに習得すべき実用的な単語
をユーザに集中的に提示可能にする．まず PC上で英
語の文書を読む際の辞書引き作業を支援するシステム
を実装した．辞書引き支援システムはユーザが辞書で
調べた単語を未習得単語として収集する．英単語の選
出には，自分だけではなく，類似するユーザが辞書で
調べた単語も対象とした．したがって，学ぶべき外国
語能力が似ている別のユーザと協調して，ユーザに提
供する学習内容を決めることができる．選出した英単
語を，スマートフォンアプリとして実装した単語帳シ
ステムでユーザに提供する．辞書引き支援における未
習得単語の収集，および単語帳システムにおける実用
的な単語の学習のサイクルはユーザの実用的な外国語
能力の学習において優れている．
ユーザは単語帳を利用することで，自分が習得すべ

き実用的な単語を学習することができる．
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